
 

 

少子化対策少子化対策少子化対策少子化対策についてについてについてについて（（（（平成平成平成平成 17171717 年年年年 9999 月定例会月定例会月定例会月定例会））））    

 

１１１１））））子子子子どもをどもをどもをどもを持持持持つつつつ家庭家庭家庭家庭へのへのへのへの経済的支援経済的支援経済的支援経済的支援についてについてについてについて    

  

私は、現在の未婚化や晩婚化、また、少子化は、日本の将来に明るい夢が描けない事

と、現在社会の大人の優しさが足りない事が大きな原因ではないかと思っています。 

子育てにお金がかかるから産めないという意見もよく聞いており、経済的支援をもっ

と充実する事が必要なのではないかとも思っております。子どもを持つ家庭への経済的

支援は、価値ある先行投資だと思いますし、少子化の大きな鍵を握っているのではない

でしょうか。 

妊娠がわかった時点から妊娠中の健診費用も、無料にして、経済的にも安心して赤ち

ゃんを産みやすい環境を作って欲しいと思いますが、県のお考えをお伺い致します。 

 

【【【【健康福祉部長答弁健康福祉部長答弁健康福祉部長答弁健康福祉部長答弁】】】】        

近年、妊娠、出産等に不安を持つ親が増加していることから、本年度は、親と子の心

のケアの視点を重視した健診体制の充実を図ることとし、マニュアルの見直しを行うこ

ととしております。 

 

 

２２２２））））赤赤赤赤ちゃんとのふれあいちゃんとのふれあいちゃんとのふれあいちゃんとのふれあい体験体験体験体験についてについてについてについて    

 

周南市の鹿野小学校と鹿野中学校では「生命の大切さや、将来の人間形成に必要な父

性や母性を育てること」を目的とし「赤ちゃんふれあい体験学習」に早くから取り組ま

れています。 

 このような体験が、将来「育ててくれた両親へ感謝し、自分も結婚して子どもを産み

たい。」と思う心を養うようになるのではないでしょうか。 

健全に子どもを養育する基盤づくりのために、赤ちゃんとのふれあい体験は非常に有

効なものだと思います。県内の学校でこのような体験学習に積極的に取り組む必要があ

ると考えますが、教育長のお考えをお伺い致します。 

    

    



【【【【教育長答弁教育長答弁教育長答弁教育長答弁】】】】    

鹿野地区の赤ちゃんとのふれあい体験学習につきましては、道徳教育の研究指定を契

機に、地域をあげて取り組まれてきたものであります。 

今後、関係機関等と連携し、赤ちゃんとのふれあい体験を積極的に取り入れ、学校や

地域の実情に応じて、赤ちゃんとふれあう体験学習ができるよう、積極的に取り組んで

まいります。 

 

３３３３））））仕事仕事仕事仕事とととと家庭家庭家庭家庭のののの両立支援両立支援両立支援両立支援についてについてについてについて 

 

周南市の西京銀行本店には、事業所内託児施設「きららキッズパーク」があります。 

この託児施設は、国の補助を受けて、民家をリニューアルしたものですが、銀行から歩

いて３分の所にあり、お母さんは、休憩時間に授乳ができたり、お昼ご飯を一緒に食べ

たり、子どもの体調が悪い時には様子を見に行くこともでき、社員の福利厚生施設とし

て、とても喜ばれているそうです。 

身近な所にある託児施設の整備は、働くお母さんにとって、一番喜ばれるものと思い

ます。女性社員の多い職場には、ぜひ、設置して欲しいと思います。 

仕事と家庭の両立に向けた企業の取り組みへの支援について、県のお考えをお伺い致

します。 

 

【【【【商工労働部長答弁商工労働部長答弁商工労働部長答弁商工労働部長答弁】】】】    

 勤労女性相談員による事業所訪問等により、企業における気運醸成と取組を促進して

きたところであります。 

 本年度、新たに事業主団体等が開催する研修会等への専門家を派遣する制度を創設

し、取り組みを強化したところであります。 

 県といたしましては、引き続き、山口労働局等関係機関との連携を強化しながら、

企業における子育てしやすい職場環境づくりの促進に向けて、積極的に取り組んでまい

ります。 


